
１．秋田河川国道事務所の体制

２．管内水位状況 【 時点 】

３．今後の見通し
・雄物川、子吉川ともに水位の下降が続く見込み。
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大雨に伴う防災情報（終報）
河川災害対策支部『警戒体制』（解除）

　秋田河川国道事務所では大雨の影響により、令和8年8月1日 3時30分に河川災害対策支部『注意体制』を設置し、
その後、8月2日11時20分には雄物川の椿川水位観測所で氾濫注意水位を超えたたので、『警戒体制』に移行し監視
を行っておりました。
　雄物川下流、子吉川、及子吉川水系石沢川の各水位観測所において、レベル２氾濫注意水位を下回り、今後も水
位の下降が見込まれ、また、河川巡視の結果、所管施設に異常が認められないことから、河川災害対策支部を解除
します。


